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半導体製造用途のフィルターのろ過精度を決めるための試験(除粒子性能試験)は室温の純水中で実

施されるのが一般的であるが[1]、実際の現場ではフィルターは様々な薬液・温度の中で使用され、一般

に、その除粒子性能は薬液・温度条件によって変化する。半導体洗浄において一般的に使用される SC2 

(過酸化水素水・塩酸の混合水溶液)中でのフィルター評価を目標とした最初のステップとして、室温の

pH1塩酸中での評価について報告した[2]。今回、より実際の使用条件に近い 70℃の pH1塩酸中でフィ

ルターを評価できる試験系を構築し、評価を実施したので報告する。 

試験系としては、薬液循環ライン(図 1)を使用し、試験フィルター1次側に試験粒子として粒径約 10 

nmのジルコニアを添加した後、フィルター1次側と 2次側の液をサンプリングして ICP-MSでジルコ

ニア粒子中の Zrを測定することにより除粒子率を算出した。このラインでは、試験フィルターの 2次

側に別のフィルター(クリーンナップフィルター)を設置し、試験フィルターに対して粒子は実質シング

ルパスとなっている。試験フィルターは、ろ過精度 10 nmの表面改質 PTFE膜、および高非対称ポリ

アリールスルホン(Highly Asymmetric Polyarylsulfone, HAPAS)膜を使用した 10インチタイプのカートリ

ッジフィルターである。 

結果を図 2に示す。どちらのフィルターも十分な除粒子率を示し、実際の使用状況を想定した 70℃

という温度条件においても、除粒子率が低下するような現象は見られなかった。この結果は、90℃の

硫酸中では PTFEフィルターの除粒子率が顕著に低下する[3]のとは対照的であり、温度だけでなく薬液

の性質が除粒子率に影響している可能性がある。 

結論として、上記試験フィルターは、70℃希塩酸水溶液中で有効に機能すると言える。 
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図 1. フィルター評価に使用した試験系の模式図 
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図 2. フィルターの除粒子性能評価結果 
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